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江戸城外濠における生態系水循環解析モデルの構築と
Chl-a濃度低減策に関する研究
STUDY ON THE CONSTRUCTION OF ECOSYSTEM AND HYDROLOGIC
ANALYSIS CYCLE MODEL AND REDUCTION MEASURES OF
CHLOROPHYLL-a CONCENTRATION IN THE





Deterioration of water quality is a serious problem in the EDO castle outer moats due to CSO
(Combined Sewer Overflows). In this study, a model was constructed to analyze the hydrologic
cycle and Chlorophyll-a (Chl-a) concentration in the outer moats, and used it to evaluate Chl-a
concentration reduction measures. As a result, regarding the water conveyance, from Ichigaya moat
to the Ushigome moat, the minimum required amount of water to keep the Chl-a concentration at
25 µg/L or less was about 10,000 m3/day．Regarding the outer moat conservation waterway and
movable weir，Even if CSO, which is a precious water source, is reduced by about 90％，the effect
of reducing Chl-a concentration could be expected.







































濠水循環解析モデルOHAM（Outer moats of edo castle









































環解析モデル OHAM（Outer moats of edo castle Hy-








水面面積（m2） 17,500 30,000 34,000
吐口個数（箇所） 3 4 3
集水面積（ha） 226 69 32
昼夜人口（万人） 9.60 2.90 1.40

























































堰高（m） 1.24 1.44 1.88
堰幅（m） 4.70 2.64 5.95
初期水位（m） 1.24 1.44 1.88
　水面面積（m2） 17,500 30,000 34,000
Stは t時における貯留量（m3），Qinは t時における流
入量（m3），Qoutは t時における流出量（m3)，St−1












Ep(i) = 0.14Do(i)2Pt (4)
Pt = (217・esat)/(Ti + 273.15) (5)
esat = 6.11・10＾(7.5・Ti/(Ti + 237.3)) (6)
Ep(i)は日平均蒸発散量（mm/d），iは月，Do(i)は






























































GP = μmax ∗ βs ∗ fGP（T）







パラメータ名 単位 設定値 参考値（一般）
スペース関数 -　 0.99165 0.99615～1
可能最大成長率（藍藻） 1/day 1.3 0.7～3.0
可能最大成長率（緑藻） 1/day 1.1 0.6～1.0
可能最大成長率（珪藻） 1/day 1.0 0.6～1.16
最適光量（藍藻） MJ/m2/day 7.0 8.0～16.736
最適光量（緑藻） MJ/m2/day 4.0 5.8～16.736
最適光量（珪藻） MJ/m2/day 5.0 3.9～12.552
最適水温（藍藻） ℃ 33 20～32.7
最適水温（緑藻） ℃ 22 20～28
最適水温（珪藻） ℃ 11 10～20
INの半飽和定数 mg/L 0.08 0.08～0.25
IPの半飽和定数（藍藻） mg/L 0.005 0.005～0.041
IPの半飽和定数（緑藻） mg/L 0.002 0.002～0.033
IPの半飽和定数（珪藻） mg/L 0.002 0.002～0.02
沈降速度（藍藻） m/day 0.06 0.03～0.1
沈降速度（緑藻） m/day 0.07 0.03～0.1
沈降速度（珪藻） m/day 0.06 0.02～0.5
20℃を基準とする死滅率係数 1/day 0.03 0.008～0.13
植物プランクトン中の 窒素/Chl-a mg N/mg Chl-a 10 5.7～11












f（I）は最適光量 I = Iopt 最大値 f（x）=1をとる．光
量 I（W/m2），最適光量 Iopt（W/m2）である．
I =（1 − β）QS0 ∗ exp[−ηz] = I0 ∗ exp[−ηz] (10)
QS0 は日射量（W/m2），β は水面での反射・吸収率，
ηは透明度である．ηは藻類による透明度低下のみを考
えて，次式のような Chl-a濃度 CP の増加関数として
与えている．



























DP = kPR ∗ fDP（T） (15)































































































































































































































































































































以上から，市ヶ谷濠の年最大 Chl-a濃度を 25 μg/L
以下に抑えることを目的とした場合，低負荷の水質で
あれば導水量 2,000～2,500 m3/day 程度の水量が必要
となる結果となった，しかし，最下流の牛込濠まで清浄
にする場合，この水量では足りず，低負荷では 10,000



































































































































































































低負荷の水質では 10,000 m3/day 程度，高負荷
の水質では 15,000 m3/day程度の導水量が最低
限必要であるという結果となった．
• 可動堰と外濠保全水路について，ある程度のChl-
a濃度の低減効果が確認された．CSO放流量を 90
％程度まで低減させ，濠内の水の滞留時間を長く
しても，Chl-a濃度の低減効果は見込める結果と
なった．
今後の課題として以下のものが挙げられる．
• モデルで設定した吐き室内の詳細について，CSO
放流量が過大に算出されている可能性があるため，
流下能力（下流へ流れていく量）の見直しを検討
する必要がある．
• 導水策について，想定した取水元である玉川上水
において，確保可能な水量・水質を把握し，より
現実的な設定で導水策を検討する必要がある．
• 今回，Chl-a濃度低減策を単独で施行した場合を
想定し，解析を行った．今後は，それぞれを併用
し「取水源の確保＋ CSOへの対策」を図る場合
についても詳細に評価する必要がある．
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